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An Historical Research Paper on the Gun Powder of the Kaga Clan 
IX. Studies on the Dimensions of the Fortresses and the Types and Number of Weapons Used 
Eiji ITAGAKI1* 
Abstract 
In the mid-1800s, the Kaga Clan constructed seventeen fortresses in the Kaga, Noto, and Etuchu 
areas along the Sea of Japan coast.  This study describes the location of each fortress, their size and 
structural composition, and also the kinds of, and the numbers of, weapons arranged within each 
fortress. In the Kaei period (from 1848 to 1854), old type cannons were arranged within the fortresses. 
However, in the Ansei period (from 1854 to 1860), these older cannons were replaced by new western 
type cannons in order to strengthen the fortresses` defensive capabilities against possible attack by 
foreign ships. This is the first research paper to describe in detail these mid-nineteenth century fortresses 
and the related weaponry of the Kaga Clan. 
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     覚 
一 三十五貫目 御筒蔵梁間四間余 長打三
間，高サ九尺 門三方 
高サ六尺ノ板作 見前通 三十弐枚 玉
庫之繰戸出来 屋根瓦 □□ 
繰戸入所 六尺ニ五尺 宛面塗間 被出
来共 中勘見込 銀高 
右寺中砲台付き御玉蔵 見込図リ大凡御
勘御座候事 
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一 拾二斤迦砲 三挺 但 上同断＊， 
  火薬必要量 三挺分 メ六百貫目 
一 六斤迦砲  二挺 但 上同断， 
  火薬必要量 二挺分 メ二百貫目 
一 三斤迦砲  三挺 但 上同断， 









一 火薬蔵   右同断 （寺中台場と同じ大
きさである） 
一 御筒蔵ハ巾五間ニ 長サ十五間  






























































































































































































申出られ 此段 発心得申し渡至候 以上 
戌 九月 篤治郎 印， 二郎兵衛 印 
    宮腰 町年寄中 










































































































































































































































































































































































































































































     亥十月六日      結城七郎右衛門 
    神保祐三郎 様 
    生地村 前七郎 様 
    若栗村 善 亟 様 
















Kerkwij, G. A. van, Handleiding tot de Versterkingskunst, 
voor de kadetten van alle wapenen. Klijke Militarie 














































































台場名 場所 築造年 台場の大きさ,配備した大砲の種類と門数 
本吉* 能美市美川町 嘉永 3 年 長さ 33 間，巾 3.7 間，高さ約 1 間，砲眼 5 箇 
24 斤 3 挺，18 斤 1 挺，6 貫目臼砲 4 挺，1 貫目 1 挺 
大野* 金沢市大野町 嘉永 3 年 敷地 84x51x47x64 間の台形，砲眼 5 箇，火薬蔵， 
武器庫，24 斤 3 挺，18 斤 1 挺，6 貫目臼砲 4 挺 
寺中*@ 金沢市金石本町ロ 55 
(寺中町ホ 163) 
嘉永年間 長さ 35 間(12 間 9 分，7 間 8 分)，巾 7.5 間，高さ 2～3 間 
12 斤 4 挺，6 斤 1 挺，5 寸忽砲 3 挺，火薬蔵，武器庫 
畝田 金沢市畝田 
現･藤江二丁目 
嘉永年間 4 区画よりなる大型台場，火薬庫，武器庫(巾 5 間，長さ 15 間) 
12 斤 3 挺，6 斤 2 挺，3 斤 3 挺 
今浜 志賀町今浜 
旧字南ノ浜 
嘉永 4 年 30 間，砲眼 5 個，詰人夫 200 人， 




24 斤 3 挺，6 貫目臼砲 3 挺 
黒島 輪島市門前･黒島町 嘉永 3 年 長さ 6 間，高さ 2 間，巾 4 間，兵器庫，火薬庫 
24 斤 2 挺，12 斤 1 挺，6 貫臼砲 3 挺 
輪島@ 輪島市字河井観音町 
郊端(千本松原付近) 
嘉永 3 年 敷長 31 間，頭長 30 間，巾 4 間，穴巾 1.2 尺，深さ 3.3 尺 
5 門配備，火薬庫，武器庫(河井町) 
24 斤 3 挺，18 斤 1 挺，12 斤 1 挺，6 貫目臼砲 4 挺，1 貫臼砲 1 挺
狼煙 珠洲市三崎町寺家(狼煙) 
現･山伏山林間野営場 
嘉永 3 年 旧狼煙場跡，台場の大きさ，形の資料なし 
18 斤 1 挺，12 斤 2 挺，6 貫臼砲 3 挺，3 貫臼砲 1 挺 
正院 珠洲市正院町正院 
旧字大ｱﾄ浜 
嘉永 4 年 長さ，外 30 間，内 27.2 間，巾敷 4 間，高さ 4 尺，砲眼 5 個 
18 斤 2 挺，カノン砲 3 挺，チモール砲 1 挺，カロナーテ 1 挺 
宇出津 珠洲市宇出津 
字小山サキ(崎山台地) 
嘉永 3 年 直線，5 間，11 間縄張り. 
24 斤 3 挺，16 貫目臼砲 3 挺，3 貫目 1 挺 
曽良 穴水町曽良 
旧字大打岩 
不明 外敷 23.2 間，内敷 20 間，巾敷 4 間，頭 2 間，高さ 1.5 間，1.2 間
砲眼 3 個，18 斤 3 挺，6 貫目臼砲 3 挺，3 貫目 1 挺 
氷見@ 富山県氷見市 
旧字波外場 
嘉永 3 年 
要調査 
建設工事は始まったが，大砲の配備には至っていない 
馬蹄形土塁約 40m，5 門 
伏木@ 富山県高岡市伏木湊町 
湊浜 
嘉永 4 年 
2 月 
馬蹄形土類約 26 間，巾 3 間，高 2 尺，砲眼 5 個， 
24 斤 3 挺，18 斤 2 挺，6 貫目臼砲 4 挺，1 貫目 1 挺 
放生津 富山県射水市放生津 嘉永 3 年 砲眼 5 個，実際には配備されなかった. 
生地*@ 富山県黒部市生地芦崎 
字下浦 
嘉永 4 年 外廻り 36 間，内廻り 29 間，巾敷 3.75 間，砲眼 5 個 
3 貫忽砲 2 挺，12 貫臼砲 1 挺，6 寸 6 分臼砲 1 挺，4 寸臼砲 1 挺，
3 貫目手臼砲 1 挺 
＊復元して公園となって居る台場． ＠ 図面あり．  宮腰台場の史料は省略した． 

















































































































































39. 史料７，「正院台場之図」.   
40. 史料４，28頁．（正院） 
41. 史料７，「曾良台場之図」.   
42. 史料４，28頁．（曽良） 
43.「御台場方留帳」，郷史雑纂，九里愛雄，1942． 
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金沢，第三師管加賀国石川郡，1888：二十万分一之尺地図，
陸地測量部,国土地理院閲． 
Kerkwij, G. A. van, 1841: Handleiding tot de Versterkingskunst, 
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